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i 北海道大学北方生物圏フィールド科学センター植物園

ブラキストン製作の標本ケースについて

加藤　克 i

はじめに　- 関心の所在 -
トーマス・ライト・ブラキストン（Thomas Wright Blakiston, 1832 - 1891）は、明治前後の日本、特に北海道におい

て鳥類を数多く採集し、近代的な生物学的観点に基づく日本産鳥類目録を刊行するとともに、その成果の一部とし
て津軽海峡に動物分布の地理的境界があることを見出したことで知られる。筆者らは、ブラキストンが日本に残し
た標本、またその標本を管理する際に用いていたノート類について考察するとともに、ブラキストンが函館の博物
場に標本を寄贈した後、現在の所蔵機関である北海道大学植物園・博物館（1）に保管されるようになった経緯につい
て検討を続けてきた（加藤 2012 など）。本稿はこれらの論考の一部として、ブラキストンが標本を寄贈する際に製
作させたといわれる標本ケースについて紹介、考察するものである。今回紹介する標本ケースは、所蔵する博物館
ではブラキストンが製作したものという情報が継承されているが、その根拠となる史料が所蔵されているわけでは
ない。また、ブラキストンが採集した鳥類標本群は学術標本として様々な形で研究に利用されてきたが、それらを
保護する役割に過ぎないケースについて触れられることはほとんどなかった。しかし、ブラキストンによって製作
されたといわれるケースがどのようなものであるのかを把握することは、北海道の博物館史やブラキストンの人物
史を考察する上で重要であろうし、ケースの製作年代が明らかになることで、技術史の変遷を示す材料になること
が期待される。

まず、考察対象となる標本ケースについて触れられている文献を整理しておく。彌永は、標本の保存状況を示す
ことを目的に収蔵庫内部の写真を用いて、保管環境が「蝦夷松材で作られた引出しが十五から四十杯もある大きな
箱五個」であることを述べている（彌永 1979）。これはブラキストンの標本ケースが紹介された事例として、特に
博物館外部の研究者が触れた例としては初のものである。ただし、そのケースの歴史的経緯などについては触れら
れていない。ブラキストンが標本箱を製作したという史実に関する史料を紹介したのは北島（1985）である。北島
の関心が、ブラキストンから函館博物場に標本が寄贈された時期とその点数にあったため詳しくは言及していない
ものの、引用した 1879（明治 12）年 5 月付の開拓使函館書記官から東京出張所に宛てた報告に「当港在留トウマス・
ブレッキストン并福士成豊両人ニ而蒐集セシ鳥類剥製当仮博物場ヘ寄贈之義曾テ西村殿ヨリ御談示以降再応ブレッ
キストンヘ相促候処、別紙甲乙之通リ申越シ且ツ剥製陳列箱ノ体裁モ惣テ同氏ノ所見ニ基キ製作ヲ遂ゲ、本月廿日
ヨリ廿二日迄則三日間ニ而悉皆授受（下線引用者）（2）」という記述がある。この「陳列箱」が、標本を保管するた
めのケースであるのか否かについては検討の余地はあるものの、標本寄贈にあたってブラキストンの指示に基づい
て「陳列箱」が製作されたことは間違いない。北海道の博物館の歴史をまとめた関ら（1990）もこの史料を用いて
標本寄贈の経緯について報告をしている。

管見の限り、ブラキストンの標本ケースについて言及している先行研究は以上である。史料にみるように、ブラ
キストンが「陳列箱」を作らせたことは間違いない。しかし、北大植物園・博物館に現存する標本ケースがこの「陳
列箱」に該当するものであるかは明らかではないし、仮に「陳列箱」であったとしても、そのすべてが現存してい
るのか、またそのまま残されているのかについては不明である。次章以降において、標本ケースの現状に関する調
査結果を報告し、現存するケースがブラキストンが製作させた「陳列箱」であるのかについて検討することとしたい。

1. 標本ケースの現状
1-1. 標本ケース概観

考察の対象となる標本ケースは、北大植物園・博物館の収蔵庫でブラキストン標本を保存・管理するために運用
されてきた 5 台のケースである。まずは、ケースの現状について紹介することとしたい。

博物館では標本の所蔵管理を目的として、各標本ケース、箱類に番号を与えてきた。ブラキストン標本の管理に
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用いられてきた検討対象の標本ケースにも一連の番号
が付与されており、7 号から 11 号ケースとして利用さ
れてきた。5 台のケースを構成する引出しの数やサイ
ズが異なるため、ケース自体の外寸には微妙な差異は
あるものの、おおむね幅 143cm、高さ 170cm、奥行き
70cm ほどである（写真 1）。彌永（1979）はこれらのケー
スをエゾマツ製と述べているが、7 号ケースの背面に
は北大植物園・博物館の関係者によるものと推測され
る「クロビイタヤ」製という記述がある。クロビイタ
ヤであるかどうかは疑問が残るが、マツ材ではなくカ
エデ類が素材になっているものと思われる。製作にあ
たっては和釘が利用されており、古い時代のケースで
あることに疑いはない。

ケースには標本を収納する引出しが設置されている
が、塵芥や標本を傷める虫の侵入を遮るための外板が
ケース前面に設置できるようになっている。現在はベ
ニヤ板製の外板が用いられており、左右のストッパー
で固定されているが、各ケースの上下には外板を止め
るための受け（写真 2）が確認されることから、ベニ
ヤ板製の外板が後世に改変されたものであることは確
実である。

引出しには、様々なシールや注記が付属している。詳細については後述す
るが、7 号から 11 号ケースの引出し番号を示すシール、引出しの中に保管さ
れている種を記した白墨による注記など、北大植物園・博物館で付与、付記
された記述も多い。

1-2. 各ケース引出しの構成
各ケースはそれぞれ引出しの数が異なっている。7 号は 58 本、8 号は 31 本、9 号は 11 本、10 号および 11 号は 12

本であり、図 1 に現在の引出し番号とともに配列を示した。この配列が博物館において長く用いられてきたもので
あるが、各引出しを取り出し、引出しの内部、外部の記述やケースの内側を確認したところ、いずれかの時点で引
出しが入れ替わっていることが判明した。この点について整理しておきたい。

写真 3 は引出しを抜き出したケース内面の記載であり、写真 4 は引出しの
外側面にある記載である。7 号ケースは「ろ」、8 号ケースは「は」、9 号ケー
スは「に」、10 号ケースは「ほ」、11 号ケースは「い」という名称が与えら
れており、7 号ケースの上部では「ろ右（左）一」、下部では「ろ下右（中、左）
一」、8 号下部では「は右（中、左）一」という形で細分されている。標本ケー
ス製作時にケースと引出しとの対応関係を示すために記されたこれらの記述
に基づいて、それぞれの引出しが本来納められていた場所へ戻した場合の配
列を図 2 に示した。ケースの上部や引出しの一部には、収められている標本
の目レベルの大きな分類が記されたラベルが貼り付けられているが、この分
類方法を利用するためには図 2 に示したような、もともとの配列を念頭に置
いて検討を行う必要がある。以下の考察においては、引出し配列の原型であ
ると考えられるケース内の引出し表記を用いるが、数字のみアラビア数字に
変換し、かつ桁数をそろえるために一桁のケース番号については「0」を加
えて表記することにする。

以上がブラキストン製作といわれてきた標本ケースの現状である。次章に
おいて、このケースに付属するラベル類の情報を整理し、ケースの製作者、製作年代について考察を続けたい。

写真 1. ブラキストン製作とされる標本ケース（7 号）

写真 2. 11 号ケース下部の外扉受け

写真 3. 引出しを抜いたケースの内側の記載

写真 4. 11-02 引出しの外側面の記載
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07-16

07-17

07-18

07-19

07-20

07-21

07-22
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11号ケース

11-02
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11-04

11-05

11-06

11-07

11-1111-12

11-10

11-0811-09

11-01

09-08

09-09
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09-01
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09-05

09-07

09-06

09-11

【NAVATORES】
9号ケース
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8号ケース
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08-10

08-11
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08-17

08-18

08-01

08-02

08-03

08-04 08-13 08-22
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08-3008-12

08-23
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08-26

08-27

08-19

08-20

08-21

08-05

08-06

08-07

08-08

08-31

図 1. 標本ケース引出しの現状
　数字は博物館で利用されていた引出し番号である。ケース上部の【　】で括った記載は、ケースに付属する分類ラベルである。一部引出
しにも貼られているものは、引出しの枠内に記載した。
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【PASSERES】
7号ケース

【ACCIPITRES】
10号ケース

【ANSERES】
11号ケース

【NAVATORES】
9号ケース

【GRALIAE】
8号ケース

07-02*
ろ左一 ろ中一【COLUMBAE】

07-42*
ろ右一
07-01

07-29*
ろ右二ろ中二【SCANSORES】

07-10
ろ左二
07-16*

ろ右三
07-03

ろ中三
07-40*

ろ左三
07-15*

ろ右四
07-04

ろ中四
07-12

ろ左四
07-13*

ろ中五
07-30*
ろ中六
07-23*

07-11*
ろ中七

ろ中八
07-39*

ろ右五
07-05
ろ右六
07-06
ろ右七
07-07

07-08
ろ右八

ろ左七
07-31*
ろ左八
07-24

ろ左五
07-14*

07-35*
ろ左六

ろ左十一
07-27
ろ左十二

07-28

07-25
ろ右九

ろ右十
07-26

ろ下右二十
07-45*

ろ下右十四
07-41*

ろ下右十三
07-52*

ろ下右十七
07-33

ろ下右十八
07-56*

ろ下右十六
07-43*

ろ下右二十二
07-47*

ろ下右十九
07-51*

ろ下右二十一
07-37

ろ下右十五
07-36*

ろ下中二十九
07-46*

ろ下中二十三
7-18*

07-20*
ろ下中二十四

ろ下中三十二
07-48

ろ下中二十五
07-19*

ろ下中二十六
07-17*

ろ下中二十七
07-09*

ろ下中二十八
07-54*

ろ下中三十一
07-38*

ろ下中三十
07-44*

ろ下左四十二
07-58

ろ下左三十八
07-50*

ろ下左三十九
07-22*

ろ下左三十六
07-49*

ろ下左三十七
07-32*

ろ下左四十
07-21*

ろ下左三十三
07-53*

ろ下左三十四
07-55*

07-34*
ろ下左三十五

ろ下左四十一
07-57

は一
08-01
は二
08-02
は三
08-03

は右九
08-28*

は右五
08-24*

は右七
08-26*

は右二
08-29*
は右三
08-27*
は右四
08-22*

08-30*
は右八

は右一
08-13*

は右六
08-25*

は中九
08-17*

は中五
08-21*
は中六
08-20*
は中七
08-18*

08-31
は下【GALLINAE】

は中一
08-05*
は中二
08-14
は中三
08-15
は中四
08-16

08-19*
は中八

は左三
08-06
は左四
08-07

は左九
08-12

は左七
08-10
は左八
08-11

は左五
08-08
は左六
08-09

は左一
08-04
は左二
08-23*

に七
09-07

に一
09-01

に八
09-08
に九
09-09
に十
09-10
に十一
09-11

に二
09-02
に三
09-03
に四
09-04
に五
09-05
に六
09-06

い左十二
11-11*

い右十一
11-12*

い十
11-10

い左九
11-08*

い右八
11-09*

い四
11-04
い五
11-05
い六
11-06
い七
11-07

11-03
い三

い一
11-01
い二
11-02

ほ四
10-04

ほ一
10-01
ほ二
10-02

10-03
ほ三

〈記載なし〉
10-12

ほ五
10-05
ほ六
10-06

ほ九
10-09
ほ十
10-10
ほ十一
10-11

ほ七
10-07

10-08
ほ八

図 2.  標本ケース引出し内部記載に基づいた引出しの原型
　ケース内部の記載と引出し外側面の記載を各引出しの欄に記載している。「*」を付した引出しは、現在の配置において原型と異なる場所
に入れられているものである。
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2. 引出しに付属する情報
2-1. 和名ラベルの由来

ブラキストン製作といわれる標本ケースそのものには製作年代などの情報は記載されておらず、その由来を考察
するためには、ケースに付属する様々な情報を総合的に考察する必要がある。ここでは、ケースに付属するラベル
に着目することとしたい。

標本ケースには、様々なラベルや記載がある。北大植物園・博物館における標本ケース番号を示す「7-1」という
ラベル（写真 1）、博物館が収集したブラキストン標本以外の標本が収納されていた時期に付与されたと考えられる「台
湾」や「道内」といったラベル（写真 5）、ケース内に保管されている標本種を示す白墨による記載は、博物館にお
ける標本管理に利用していたものであって、ケースの由来を把握する材料とはならない。古い時代から付属してい
たとみられるラベルは、以下に示す４種類である。

（1）10 号ケースの「ACCIPITRES」や 8 号ケースの「GRALIAE」などの目レベルの分類を示すラベル（写真 6、
　　　図 2 参照）
（2）各引出しに貼られている学名が記載されたラベル（写真 7 上、以下学名ラベル）
（3）学名ラベルの下、脇に貼られた番号と和名などが記載されたラベル（写真 7 下、以下和名ラベル）
（4）各引出しの内側に貼られた「十七年八月拾四羽」といった記載のある付箋（写真 8）
これらのラベルの記載を表 1 にまとめた。

写真 5. 「台湾」のラベル 写真 6. 分類ラベル 写真 8. 標本点数を示す付箋

写真 7. 学名ラベル（上）、和名ラベル（下）
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まず、学名ラベルと和名ラベルの関係について確認しておく。ほとんどのラベルは重なり合うことはないが、「ろ
下右 18」引出しのシジュウカラ（1-219）の和名ラベルはわずかであるものの学名ラベルの上に貼り付けられている。
この前後関係から学名ラベルの方が古いものであることがわかる。また表 1 からもわかるように、ラベルの学名と
和名とは 1-215 および 1-216 のキセキレイを除いて判読できるものについては対応しており、両者は関連しているも
のであるが、1-094 のように学名ラベルに対応する和名ラベルが確認できない事例があることが特徴といえる。

この 2 種類のラベルの由来を示すものは、和名ラベルに記載されている番号である。和名ラベルの番号は重複す
ることなく記載されており、和名と対応する種番号とみなされる。そして、この種番号は、ブラキストンとプライヤー

（Henry J. Pryer 1850-1888）が著した「Catalogue of the Birds of Japan」（Blakiston & Pryer 1880、以下「BJ1880」と表記）
における日本産鳥類の種番号と合致するのである（3）。また、表 1 に示したよ
うに、和名ラベルには「和名」と表記した上で和名が記されている場合と、「洋
名」と表記した上で学名、記載者名、場合によっては英名がカタカナで記さ
れている場合（写真 9）とがある。これは、「BJ1880」において和名が記され
ている種（表 1 の「BJ 和名」欄において「i」としたもの）と和名表記がな
い種（「ii」としたもの）とがあり、この相違と和名ラベルの「和名」と「洋
名」の使い分けが対応しているのである。この点からみても、和名ラベルが

「BJ1880」を基に記されたものであることは明らかである。
なお、和名ラベルが「BJ1880」の記載和訳と対応していることから、言

及しておくべき資料がある。現在函館市中央図書館に所蔵されている「大日本禽鳥集（4）」は、1884（明治 17）年
3 月に函館県在勤の野口源之助が「BJ1880」を翻訳したものである（加藤 2012）。「大日本禽鳥集」にはブラキス
トン標本を管理していた函館博物場の資料を開拓使の廃止後に管理していた函館中学校の蔵書印があり、末尾には

「HAKODATE MUSEUM」という朱書きのある「Birds of Japan」（Blakiston & Pryer 1882、以下「BJ1882」）の表紙が
付属していることから、函館博物場との関連が深い資料と考えられる。また、野口による緒言には「編纂家ノ主意
ニ基キ勉メテ解シ易カランコトヲ欲シ、普通ノ文字ニテ譯述セシ」という記述があることから、ブラキストンが標
本を寄贈するにあたって、博物場の職員による標本管理が適切に行えるように配慮されたものであることがうかが
われる。これらの点から、ケースに付属する和名ラベルの由来を考察する上で「大日本禽鳥集」が利用された可能
性を検討する必要がある。

従来、「大日本禽鳥集」についてはその内容が精査されることなく、野口が「BJ1880」をそのまま翻訳したものと
考えられてきた（北島 1985,、加藤 2012）。しかし、野口の翻訳になる「大日本禽鳥集」は、ブラキストンが「BJ1880」
で和名を記さなかった種番号 079「Fulmarus pacificus」に「フルマカモメ」、種番号 081「Procellaria furcata」に「ハ
イイロウミツバメ」という名称を与えている例が確認される。また、種番号 057「Phalacracorax carbo」は「BJ1880」
において「U」と記され、対応する和名ラベルでも「ウ」という名称が与えられているにもかかわらず「大日本禽鳥集」
ではウミウの古名である「シマツ」が和名として記載されているように、純粋な翻訳ではなく野口の独自性をみる
ことができる。また、和名ラベルの学名の記述方法は、1-002 を例にとるならば、和名ラベルの「フアレリス・ミス
テンシヤ・ポール 一名ピー・カムツカチキユース・レペチン」に対して、「大日本禽鳥集」は「ファレリス、マイ
スタセア、パル（ピ、カムチヤチクス）、レペチン」とあるように、合致しない事例が散見される。以上の点から、ケー
スの和名ラベルは「大日本禽鳥集」とは関係なく、「BJ1880」に基づいて作成されたものであるとみなされる。

2-2. 学名ラベルの由来
和名ラベルの特徴として、一部の学名ラベルの脇に付属していないという例が 1-094 のように相当数確認される

ことが挙げられるが、これは対応する学名ラベルの記載によっているものと考えられる。本節では、学名ラベルの
記載を確認しつつ、和名ラベルとの対応関係について考察を進める。

前節で見たように、学名ラベルと和名ラベルとは対応している。しかしながら、学名ラベルの記載は必ずしも
「BJ1880」に合致するわけではない。学名ラベルに「BJ1880」と異なる学名が記載されているのは、表 1 における「学
名変遷」欄に「b」としたものと、「d」としたものである。まず「b」に区分したものを確認しておく。
1-004：Brachyrhamphus antiquus（Gm.）　（各項目の名称は学名ラベルの記載である）

対応する和名ラベルに種番号「8」があるように、「BJ1880」の種番号 008「Brachyrhamphus antiqus」ウミスズメ
に該当する学名である。しかしながら、ラベルの種小名は「antiquus」と「u」が二つ記載されている。これはブラ

写真 9. 和名ラベルの「洋名」記載
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加藤　克：ブラキストン製作の標本ケースについて
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加藤　克：ブラキストン製作の標本ケースについて

キストンとプライヤーによる鳥類目録の第 1 版である「A Catalogue of the Birds of Japan」（Blakiston & Pryer 1878、以
下「BJ1878」）にみられる記述と共通する誤りであり、ラベルの記載は「BJ1878」に従っているものとみなされる。
1-021：Chroicocephalus ridibundus（L.）

対応する和名ラベルは引出しに付属していないが、アラビア数字による「73」の番号が記載された付箋が学名ラ
ベルの脇に付属している。「BJ1880」の種番号 073 は「Larus ridibundus」ユリカモメである。「BJ1878」における当
該種は学名ラベルの学名で記載されており、ラベルは「BJ1878」に依拠していることがわかる。
1-022：Larus glaucescens（Brandt）

前項と同様和名ラベルは付属せず、「67」の番号が記載された付箋が付属している。「BJ1880」の種番号 067 およ
び対応する「BJ1878」ではラベルと同じ学名が用いられているが、「BJ1880」では記載者が学名ラベルの「Brandt」
ではなく「Licht.」となっており、ラベルの記載は「BJ1878」に依拠していることがわかる。
1-025：Larus tridactylus（L.）

学名ラベルの記載は「BJ1878」と共通であり、「BJ1880」の「Rissa tridactyla」とは異なる。
1-028：Larus glaucus（L.）

ラベルの学名は「BJ1878」、「BJ1880」と共通であるが、「BJ1880」の記載者名が「Fobr.」（正しくは「Fabr.」であり、
「BJ1882」で修正してある）となっており、ラベルの記載は「BJ1878」に依拠している。
1-062：Mergellus albellus（L.）

学名ラベルの脇にある和名ラベルは種番号 054 ミコアイサである。学名ラベルの記載は「BJ1880」の「Mergulus 

albellus」ではなく、「BJ1878」において誤って記載されているものと共通である。
1-094：Tringa damacensis（Horsf.）

学名ラベルの記載は「BJ1878」と共通であり、「BJ1880」の「Tringa ruficollis」とは異なる。
1-153：Schoenicola yessoensis（Swinh.）

学名ラベルの記載は「BJ1878」と共通であり、「BJ1880」の「Emberiza yessoensis」とは異なる。
1-154：Schoenicola palustris（Savi.） / pyrrhulina（Swinh.）

「BJ1878」における当該種の学名は「Schoenicola pyrrhulina」であり、学名ラベルの後半部と合致する。「BJ1880」
では「Emberiza schoeniclus」として立項されており、ラベルとは異なっている。
1-160：Euspiza aureola（Pall.） および 1-161：Euspiza variabilis（T.&S.）

いずれも「BJ1878」の学名と共通であり、「BJ1880」の属名「Emberiza」とは異なっている。
1-163：Uragus sanguinolentus（T.&S.）

ラベルの学名は「BJ1878」、「BJ1880」とも共通であるが、記載者名は「BJ1878」に依拠しており、「BJ1880」の「Temm.」
とは異なる。
1-167：Coccothraustes personata（Schleg.）

ラベルの学名は「BJ1878」、「BJ1880」とも共通であるが、記載者名は「BJ1878」に依拠しており、「BJ1880」の「T. 

& S.」とは異なる。
1-171：Aegiothus borealis（Temm.）および 1-172：Aegiothus linaria（L.）

ラベルの学名はいずれも「BJ1880」の解説文において引用されているが、「BJ1880」で立項された学名は「Linota 

linaria」および「Linota rufescens」であり、ラベルの記載学名は「BJ1878」に依拠している。
1-215：Motacilla melanope（Pall.）

ラベルの学名は「BJ1880」の解説文において引用されているものの、立項されている学名は「Motacilla boarula」
であり、ラベルは「BJ1878」に依拠している。
1-237：Herbivox cantans（T.&S.）

ラベルが依拠している属名は「BJ1878」のものであり、「BJ1880」の「Cettia cantans」とは異なる。
1-239：Calamodyta insularis（Wall.）/ fasciolata（Gray）

「BJ1878」で立項されている学名は「Calamodyta insularis, Wall.」であり、ラベル記載の前半部と合致する。「BJ1880」
で立項された学名は「Locustella fasciolata」である。ブラキストンが学名を変更した理由は、シーボームによる「BJ1878」
へのコメント（Seebohm 1879）に依拠しているものと考えられ、ラベルは「BJ1878」から「BJ1880」への解釈移行
の様子を示している可能性がある。
1-240：Locustella subcerthiola（Swinh.）
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「BJ1880」の解説文にラベル記載の学名は確認されるものの立項されておらず、ラベルは「BJ1878」に依拠している。
1-265：Bubo maximus（Sibbald.）

ラベルの学名は「BJ1878」のものであり、「BJ1880」の「Bubo ignavus」とは異なる。ただし、「BJ1880」の解説文
にラベルの学名の記載はある。

以上のように、表 1 で「b」に区分した学名ラベルの記載は「BJ1880」ではなく、「BJ1878」に依拠している。
1-005 などのようにわずかなスペルミスや、1-167 のように学名は「BJ1880」と共通で記載者名のみ異なっている場
合は、和名ラベルが付属するものの、学名が「BJ1878」と「BJ1880」の間で大きく異なっている場合は、対応する
学名を「BJ1880」において見出すことができなかったため、和名ラベルが記載できなかったものと推測されるので
ある。

しかし、以下に示すように、学名ラベルは「BJ1878」のみに依拠しているといえない点もある。1-239 で示したよ
うに、学名の記述の方針が「BJ1880」への移行を示している可能性も示唆されていることから、学名ラベルの由来
を明らかにするためには更なる検討が必要である。続いて、学名変遷欄で ｢d｣ に区分した学名ラベルについて確認
することとしたい。

区分 ｢d｣ としたものは、学名ラベルの記載が依拠している情報が判明しないものである。1-018、1-019 のように
ラベルが劣化したり、後世に付与されたラベルが上部にあることで記載が読めないために判断できない事例、1-278

「Butastur indicus（Gmel. & Lath）」のように、学名は「BJ1878」ではなく「BJ1880」に依拠しているが、学名記載者
が「BJ1880」の「Gmel.」とは異なる事例、1-241「Areoturnix blakistoni（Swinhoe）」は、スウィンホー（R. Swinhoe

　1836-1877）による中国産鳥類目録（Swinhoe 1871）において、ブラキストンが広東で採集した標本に基づいて新
種として記載された種であって、日本産鳥類目録である「BJ」には記載されていない種である事例などである。また、
1-026、1-133、1-182 など属名のみが記載され、「BJ」と対応させられないものも含まれている。これらに含まれな
いものについて、個別に紹介してゆく。
1-007：Mergullus alle

この記載は学名ラベルでは抹消しているようにみえる。学名そのものは「BJ1880」に確認することができないが、
種番号 006「Phaleris pusilla」の解説部分に「M. alle」に関する記述がある。一方、「BJ1878」では、この種を「Merugulus, 

sp.」と示し、ここでも「M. alle」の記述がある。ラベルの学名はこれに基づくものであろう。
1-043：Eunetta falcata（Pall.）および 1-044：Eunetta formosa（Georgi）

ラベルにある属名「Eunetta」と「BJ1878」および「BJ1880」の当該種の属名「Querquedula」はシノニムであるが、
「Eunetta」は「BJ」には確認できず、どのような情報に依拠して記載されたのか不明である。
1-141：Cuculus fugax（Horsf.）

この学名は、ジュウイチを示す。ブラキストンはジュウイチを「BJ1878」では「Cuculus, sp.」とし、「BJ1880」で
は「Heirococcyx fugax」としており、ラベルの学名は「BJ1878」から「BJ1880」への解釈移行の様子を示している
可能性がある。

検討する材料が少ないため、「d」に区分されたこれらの学名がどのような情報に基づいて記載されたのかは明確
にはしえないが、1-141 では「BJ1878」から「BJ1880」への移行の可能性が示唆された。学名ラベルに記載されてい
る学名が移行期に利用されていたことを示すために、その他の学名ラベルをさらに区分することとした。

表 1 において「学名変遷」欄に ｢c｣ とあるものは、「BJ1878」と「BJ1880」の間で利用されている学名が変更さ
れているもので、ラベル記載の学名が「BJ1880」と合致するものである（区分 ｢a｣ は「BJ1878」および「BJ1880」
で同じ学名が用いられているもの）。区分「b」に含まれる種の学名記載が「BJ1878」に依拠する傾向を示すのに対し、
｢c｣ に区分された 29 種は「BJ1880」に依拠する傾向を示している。つまり、学名ラベルは特定の鳥類目録に従って
いるのではなく、「BJ1878」から「BJ1880」の間、つまりブラキストンが開拓使に標本を寄贈した 1879 年ごろの分
類に対する考え方に基づいて記載されたものであり、この記載を行ったのはブラキストン自身であると推察される
のである。

既述したように、和名ラベルが「BJ1880」に依拠しており、学名ラベルが「BJ1878」から「BJ1880」への移行期
に作成されたものであることから、「b」や「d」に区分された種に対しては対応する学名を「BJ1880」に見出せず、
和名ラベルが付与されなかったものとみなされる。例外は 1-265 の「Bubo maximus」、1-182 の「Pica」、1-043 の「Eunetta 

falcata」および 1-044 の「Eunetta formosa」である。前二者については、当該属名を持つ種が他に存在しないために
記載しえた可能性があるが、後二者については、なぜ和名ラベルを付与できたのかよくわからない。
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3. ブラキストン寄贈標本とケース付属ラベル
前章において、学名ラベルに記載されている学名の傾向から、ラベルは 1879 年ごろ、標本を寄贈したブラキスト

ンによって付与されたものであるという推測を示した。本章では、この推測を別の視点から考察することとしたい。
旧稿（加藤 2012, 2013）で示したように、ブラキストンによる標本寄贈は 1879 年の一度だけではなく、1883 年

にブラキストンが離日するまでの間に、標本の入れ替えが行われていた。入れ替えの結果、一時的に当初寄贈され
た 1,314 点を超える標本が博物館に保管されていたこともあったが、最終的には当初寄贈点数と同じ 1,314 点が日
本に残されることになった。ただし、ここで留意しなければならないのは、1879 年に寄贈された 1,314 点と最終的
に残された 1,314 点とはその内容が異なっているという点である。北大植物園・博物館に所蔵されているブラキス
トン採集標本には 1880 年以降の採集標本が多数含まれており、この点からも標本の入れ替えが行われていたこと
が確認されるが、ブラキストン自身もシマフクロウの標本を博物館から取り戻し、イギリスに持ち帰ったことで新
種として記載されることになったということを記している（Blakiston 1884）。ブラキストンのノートによれば、ブ
ラキストンが採集したシマフクロウ標本は現在ロンドン自然史博物館トリング分館に保管されているタイプ標本

（BM1884.01.23.001）1 点のみであり、日本には残されていない。しかしながら、上述したようにブラキストン製作
とされる標本ケースにはシマフクロウを示す学名ラベル（1-265）が付属している。このことは、前章で推測したよ
うに学名ラベルがブラキストンの最初の寄贈である 1879 年の時点で付与されたものであり、少なくとも 1883 年の
最終寄贈の実態を示しているものではないことを示している。ここでは、ブラキストンのノートを用いて、ブラキ
ストンが 1879 年に寄贈した当初の 1,314 点と 1883 年に最終的に残した 1,314 点の標本の種構成を整理し、標本ケー
スの情報とを比較することで、学名ラベルの作成・利用年代を絞り込む材料を提示したい。

ブラキストンは採集、登録した順に標本を管理していたランニングカタログと、分類研究や標本整理を目的とし
たノートを使い分けていた（加藤 2013）。ここで利用するのは後者である。このノートは、各種の標本を種ごとに
ブラキストンの管理番号を記載したもので、「BJ1882」の当該種の記述を切り抜いたものを後に貼り付けている。各
標本の番号の脇には標本を寄贈した人物名、寄贈日などが記載されているが、函館博物場に寄贈したものについては、
朱書きで函館博物場番号が記載されている（写真 10）。
函館博物場番号は、種ごとに連番で記載されている場
合が多いが、記載されている番号が抹消されている場
合や、連番になっていない場合が散見される。これは、
1879 年の寄贈時には種ごとに寄贈標本を選定し、函館
博物場番号を記載していったが、のちに寄贈を取りや
めたり、新たに寄贈することになった場合に、函館博
物場番号を抹消し、新たに番号を記載していったこと
によって生じた結果である。この記載を整理してゆく
と、当初寄贈された 1,314 点の末尾はブラキストンの
管理番号 2606 のシラヒゲウミスズメ（採集日は 1878

年夏）であり、その後函館博物場番号を 1354 まで増
加させている。つまり、1,354 点を寄贈した後にこれ
らを抹消しながら最終的に 1,314 点を選定しなおした
という動きが推測できる。ただし、この選定は複数
回行われていたようで、たとえばブラキストン管理番
号 2744 のユリカモメは函館博物場番号 1349 を与えら
れた後で 1105 の番号を与えられたが、この番号も抹
消され、最終的にはブラキストンが英国に持ち帰りロ
ンドン自然史博物館に寄贈されることになっているな
ど、単純に取り扱うことができないことには留意する
必要がある。

ブラキストンのノートの記載を整理した結果、1879

年では 267 種、1883 年では 244 種の鳥類標本が寄贈さ 写真 10　ブラキストンのノート .4 桁のブラキストンの標本番号の脇に
ある 700 番台の数字は函館博物場の番号である
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れていたことが判明した。学名ラベルが 1879 年の当初寄贈の際に製作された標本ケースに貼られていたものであれ
ば、1879 年の 267 種に含まれる種のラベルが確認できるはずである。逆に、当初寄贈されておらず、最終的、ある
いは一時的に寄贈された種の学名ラベルが存在しているならば、学名ラベルは寄贈当初には貼られておらず、標本
の出し入れ、最終的な寄贈の中で貼られたものである可能性が考えられる。この点について確認してゆきたい。

1879 年と 1883 年の寄贈種と学名ラベルの有無を整理すると、以下のようなグループ分けが可能である。各グルー
プに含まれる種数は、ノートの学名が「BJ1882」に基づいているのに対し、学名ラベルが「BJ1878」から「BJ1880」
への移行期の記載であること、また、後述するように標本の同定も当初寄贈から変更されている場合もあるので、
厳密なものではないが、傾向として示した。
 （1）1879 年寄贈あり、1883 年寄贈あり、学名ラベルあり　230 種
 （2）1879 年寄贈あり、1883 年寄贈あり、学名ラベルなし（表 2）　7 種
 （3）1879 年寄贈あり、1883 年寄贈なし、学名ラベルあり（表 3）　27 種
 （4）1879 年寄贈あり、1883 年寄贈なし、学名ラベルなし（表 4）　6 種
 （5）1879 年寄贈なし、1883 年寄贈あり、学名ラベルあり（表 5）　3 種
 （6）1879 年寄贈なし、1883 年寄贈あり、学名ラベルなり（表 6）　3 種
 （7）1879 年寄贈なし、1883 年寄贈なし、学名ラベルあり（表 7）　5 種

このうち、グループ（1）からは学名ラベルがいずれの時点で付与されたのかを明らかにすることができない。グ
ループ（2）、（7）は、学名ラベルがブラキストンによって付与されたものであるならばありえない例であるが、こ
れについては後述することとして、グループ（3）以降の存在から推察される点について確認する。

ID BJ1882 種番号 BJ1882 学名 1879 年点数 1883 年点数 学名ラベル
1 102 Limosa brevipes, G.R. Gray 3 3 -
2 135 Herodias intermedia, Wagl. 2 1 -
3 165 Cuculus himalayanus, Vigors. 9 11 -
4 170_1/2 Picus kisuki, T. & S. 2 3 -
5 219 Acredula trivirgata, Temm. 2 2 -
6 225 Anthus maculatus, Hodg. 5 20 -
7 317 Astur palumbarius, L. 6 5 -

ID BJ1882 種番号 BJ1882 学名 1879 年点数 1883 年点数 学名ラベル
1 006 Phaleris pusilla, Pall.（?） 1 0 ○
2 023 Anser brachyrhynchus, T. 1 0 ○
3 069 Larus canus, Linn. 2 0 ○

4 079 Fulmarus pacifics, Lawrence
　= P. pacifica, Aud. 1 0 ○

5 081 Procellaria furcata, Gould 1 0 ○
6 109 Tringa platyrhyncha, Temm.（?） 1 0 ○
7 111 Machetes pugnax, L.（?） 1 0 ○
8 120 Pseudoscolopax semipalmatus, Jerdon（?） 1 0 ○
9 126 Ibis propinqua, Swinh. 1 0 ○
10 127 Platalea major, T. & S. 1 0 ○
11 138 Butorides macrorhunchus, Gould 1 0 ○
12 148 Porzana pygmaea, Naum.（?） 1 0 ○
13 160 Turtur risorius, L. 1 0 ○
14 183 Cecropis erythropygia, Sykes. 1 0 ○
15 195 Pica pica,（?） 2 0 ○
16 221 Aegithalus consobrinus, Swinhoe 2 0 ○
17 223 Accentor, rubidus, T. & S. 1 0 ○
18 227 Anthus cervinus, Pall. 1 0 ○
19 237 Locustella fasciolata, Gray 1 0 ○
20 242 Phylloscopus xanthodryas, Swinhoe 1 0 ○

21 250 Larvivora cyane, Pall.
　=Erithacus cyaneus, B. M. Cat. 1 0 ○

22 279 Plectrophanes nivalis, L. 1 0 ○
23 286 Linota linaria, Linn. 5 0 ○
24 287 Linota rufescens, Viell.（?） 3 0 ○
25 302 Bubo ignavus, T. Forster 1 0 ○
26 319 Accipiter gularis, T. & S. 1 0 ○
27 325 Circus spilonotus, Kaup. 1 0 ○

表 2. グループ 2 に含まれる種

表 3. グループ 3 に含まれる種
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ID BJ1882 種番号 BJ1882 学名 1879 年点数 1883 年点数 学名ラベル
1 012_3/4 Uria -（?） 1 0 -
2 068 Larus cachinnans, Pall. 1 0 -
3 157_1/2 Coturnix communis, Bonn. 1 0 -
4 179 Upupa epops, L.（?） 1 0 -
5 206 Lanius excubitor, Vig.（?） L. e. major, Pall. 1 0 -
6 228 Anthus -? 1 0 -

ID BJ1882 種番号 BJ1882 学名 1879 年点数 1883 年点数 学名ラベル
1 003 Mormon corniculatum, Naum. 0 2 ○
2 129 Goisachius melanolophus, Raffles 0 1 ○
3 121 Numenius major, T. & S. 0 1 ○

ID BJ1882 種番号 BJ1882 学名 1879 年点数 1883 年点数 学名ラベル
1 005_1/2 Phaleris psittacula, Pall.（?） 0 1 -
2 074_1/2 Stercorarius parasiticus, L.（?） 0 1 -
3 010_1/2 Uria columba, Pall.（?） 0 3 -

ID BJ1882 種番号 BJ1882 学名 1879 年点数 1883 年点数 学名ラベル
1 113 Lobipes wilsonii, Lob.（?） 0 0 ○
2 163 Cuculus canorus, L. 0 0 ○
3 194 Corvus neglectus, Schleg. 0 0 ○
4 312 Archibuteo lagopus, Gm.（?） 0 0 ○
5 315 Butastur indicus, Gmel. 0 0 ○

グループ（3）に含まれるシマフクロウ（3-23）など最終的に寄贈されなかった種の学名ラベルが現存していること、
グループ（6）のように最終的に寄贈された種であるにもかかわらず学名ラベルが確認できないことは、ラベルがブ
ラキストンの帰国時に付与、あるいは継続して付与されていたもののではなく、1879 年の標本寄贈まもなくの時期
に一度だけ作成されたことを示している。しかし、グループ（4）のように 1879 年に寄贈されたことが確認される
にもかかわらず、学名ラベルが確認できない場合や、グループ（5）のように 1879 年に寄贈されていなかったにも
かかわらず、学名ラベルが確認できる場合もある。ラベルが確認できないという点については、ラベルの破損など
により現存していないという可能性も考えられるが、寄贈されていない種のラベルが存在するということは、学名
ラベルの作成時期が 1879 年の当初寄贈時ではなかった可能性を考える必要があるだろう。表に含まれる種のブラキ
ストン標本の情報を確認しながら、この点について考察することとしたい。

【グループ（4）　1879 年寄贈あり、1883 年寄贈なし、学名ラベルなし　表 4】
4-1：種番号 012_3/4　Uria -（?）　（各項目の名称、朱番号は「BJ1882」およびブラキストンノートの記載に基づいており、
表 1 とは異なっている部分がある）

ブラキストンのノートにおいて、種番号 012_3/4 として管理されている標本は管理番号 1850 の個体のみである。
この標本には当初 1289 の函館博物場番号が与えられたが抹消され、ロンドン自然史博物館に寄贈されている。この
標本は「BJ1882」において函館博物場の標本として示されており、執筆の段階では寄贈取りやめにはなっていない。
この時点で学名ラベルが作成されていたとするならば、当該種のラベルが現存していないことは疑問である。しか
し、「BJ1882」で言及されているようにこの標本は幼体であり、ブラキストンのノートおよび「BJ1882」を修正した

「BJ1884」（Blakiston 1884）では種番号 010_1/2 の「Uria columba」の幼体として扱いが変更されているように、種同
定が困難な標本であったようである。これをふまえてノートを詳細に確認すると、種番号 010「Uria carbo」の項に
抹消された標本番号 1850、函館博物場 1289 の記載が確認される。以上のことから、種番号 012_3/4 の学名ラベルが
引出しに確認できない理由は、学名ラベル作成時において種番号 012_3/4 に該当する標本は認識されておらず種番
号 010 に含まれていたこと、「BJ1882」執筆にあたって種番号 012_3/4 を立項したものの、この時点では学名ラベル
の変更などが行われなかったこと、によるものとみられる。
4-2：種番号 068　Larus cachinnans, Pall.

ブラキストンのノートにおいて当該種として管理されていた標本は、管理番号 1087、1903、2664 の 3 点であり、

表 4. グループ 4 に含まれる種

表 5. グループ 5 に含まれる種

表 6. グループ 6 に含まれる種

表 7. グループ 7 に含まれる種
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2664 に 1258 の函館管理番号が記載された後、抹消されている。ブラキストンは当該種について「BJ1878」、「BJ1880」
いずれも函館博物場に所蔵されているとは述べていない。この理由は、ノートではすべて抹消されているものの、

「Larus」という学名表記を与えた項目があり、そこに管理番号 1903 と 2664 の記載があることから、ブラキストン
は「BJ1880」の時点までは自身の標本が「Larus cachinnans」に該当するものか否かの判断ができなかったのである。
このため、管理番号 2664 は標本ケースにおいては 1-026 の「Larus」の学名ラベルで管理されていたものとみなさ
れる。なお、管理番号 1087 は、当初ノートにおいて種番号 067 に記載されていた（函館博物場番号 1254 を抹消）
ものが抹消され、種番号 068 の項目に移項されている。「BJ1882」において、シーボームによって当該種が「Larus 

cachinnans」であると同定されたことをもって記載が変更されていることから、学名ラベルは「BJ1882」の執筆以前
に付与されたものとみられる。
4-3：種番号 157_1/2　Coturnix communis, Bonn.

この種は「BJ1878」、「BJ1880」では立項されていないが、種番号 157 の「Coturnix japonica」において、両種をど
のように分類するか意見が分かれていることが述べられている。1-132 に示した破損ラベル「■■ Bon ■■」が種
番号 157_1/2 の「Coturnix communis, Bonn」と合致する可能性があり、かつ当該引き出しにおける種番号のまとまり
を認め、ラベルが存在していたものと考えてよいのではないか。
4-4：種番号 179　Upupa epops, L.（?）

ブラキストンのノートでは管理番号 2125、函館博物場番号 162（抹消）が当該種として記載された標本である。
「BJ1880」、「BJ1882」において標本が函館博物場に所蔵されていることが示されている。1-246 に示した学名、和名
ラベルとも後世のラベルによって判読できなくなっているラベルが、引き出しにおける種番号のまとまりからこの
種のラベルに該当するものとみなしてよいのではないか。
4-5：種番号 206　Lanius excubitor, Vig.（?） 、L. e. major, Pall.

「BJ1880」、「BJ1882」いずれにも 1 点のみが採集され、函館博物場に所蔵されていることが示されている。対象
となる標本は管理番号 1097、函館博物場番号 426（抹消）である。ブラキストンのノートでは当該種を「Lanius」とし、

「borealis（?）」と後筆がある。「BJ1878」、「BJ1880」いずれも「Lanius excubitor（?）」と学名が記されていることか
ら評価が難しいが、1-197 の「Lanius」のラベルがこの標本を示す学名ラベルとみなすことは可能である。
4-6：種番号 228　Anthus -?

ブラキストンがこの種として把握していた標本は、管理番号 2569、函館博物場番号 339（抹消）である。1-213 あ
るいは 1-214 とした判読できなくなっている学名 ･ 和名ラベルのいずれかが種番号のまとまりから該当する可能性
がある。

以上のように、確実ではない部分もあることは認めなければならないが、グループ（4）としてまとめられた学名
ラベルが確認できない 1879 年寄贈標本の種は、ラベルが引出しに存在していないのではなく、種の同定、認識の変
化によって該当させられるラベルがない、あるいは判読できなくなっていることによるだけであり、対応する学名
ラベルが存在していた可能性は高いと評価しうる。

【グループ（5）　1879 年寄贈なし、1883 年寄贈あり、学名ラベルあり　表 5】
5-1：種番号 003　Mormon corniculatum, Naum.

ブラキストンのノートにおいて、種番号 003 として管理されているものは管理番号 2689 と 2690 の 2 点である。
前者は函館博物場番号 1327 を抹消して 1012 に、後者は 1328 を抹消して 1027 の番号が与えられている。
5-2：種番号 129　Goisachius melanolophus, Raffles

ブラキストンのノートにおいて、種番号 129 ミゾゴイは管理番号 2680 と 2714 の 2 点である。前者は函館博物場
番号 1318 を抹消して 115 に変更されている。後者はシーボームに送られたため函館博物場番号は記載されていない。
5-3：種番号 121　Numenius major, T. & S.

「BJ1882」の種番号 121 は「Numenius major」であるが、ブラキストンのノートにおいて、種番号 121 は「Numenius 

lineatus」という学名が与えられている。これは「BJ1884」でシーボームとハーティング（Harting）の見解に基づい
て修正されたものである。当該種の標本として管理されているものは、管理番号 2713 および 2796 である。後者はシー
ボームに送られているが、前者は函館博物場番号として「（674）」という記載がある。括弧書きで記載されている函
館博物場番号は追加で付与された番号であり、函館博物場番号 674 はもともと管理番号 1902 の標本に与えられてい
た。
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この種に対する評価については以下の点について慎重に取り扱う必要がある。上述したように、1879 年にブラキ
ストンが 1,314 点の標本を寄贈した時点での末尾の管理番号は 2606 であり、これ以降の管理番号を持つ標本は、基
本的に 1879 年以降の採集標本、あるいは協力者からの受入れ標本となる。つまり、種番号 121 として管理されてき
た標本は 2713 および 2796 という管理番号からみて 1879 年以降にブラキストンの手元に入ったものであり、ブラキ
ストンはそれ以前に「N. major ＝ N. lineatus」を保有していなかったはずである。しかしながら、「BJ1878」の「Numenius 

major」の項において「Hakodate specimens」という記述があり、ブラキストンは 1878 年以前に「N. major」を所持し
ていたことになるのである。

ブラキストンはノートでは種番号 121「N. lineatus」という学名を用いているが、「BJ1878」から「BJ1882」までは「N. 

major」という学名を用いている。一方、「BJ1884」とノートではシーボーム（Seebohm 1884）の見解に基づいて、「BJ1882」
まで「N. australis」と記載してきた種番号 123 を「N. cyanopus , ＝ major, ＝ australis, ＝ tahichiensis」と修正している。
つまり、「BJ1882」以前の「N. major」は種番号 123 に含められているのである。ノートによれば、種番号 123「N. 

cyanopus」として管理されてきた標本は、1425、1867、1868、2091、2092、2093、2094、2762 の 8 点である。これ
らの標本の位置づけについては、ブラキストンの研究協力者であるスウィンホーがブラキストンから送られた函館
産標本とその情報に基づいて行った研究（Swinhoe 1876）が参考となる。スウィンホーはブラキストンから送られ
た標本に基づき、「N. australis」と「N. major」の 2 種を認め、この分類が「BJ1878」へと引き継がれてゆくことにな
る。スウィンホーはブラキストンの標本管理番号を示していないが、「N. australis」の計測値として雄個体の 21_3/4

× 11_1/2、嘴 3_5/8 および雌個体の 22_1/8 × 11_5/8、嘴 3_3/4 を記載している。ブラキストンのノートにも計測値
の記載があり、前者は管理番号 1867（雄）、後者は 1868（雌）のデータと合致する。「N. major」については、標本
そのものは送られなかったものの、ブラキストンから雌個体の 25 × 12、嘴 8 の情報が送られていたようであり、
この計測値はノートの管理番号 1425（雌）の記載と合致するのである。このことから、5-2 の「N. major」は、1879

年に寄贈が行われず、1883 年段階で寄贈されたものに対して学名ラベルが付与されたのではなく、1883 年段階で「N. 

cyanopus」と扱われた標本（管理番号 1425）が 1879 年の段階で「N. major」とみなされており、これに基づいて「N. 

major」の学名ラベルが付与されたものと考えるべきである。よって、5-3 の事例はグループ（5）から除外される。

【グループ 6　1879 年寄贈なし、1883 年寄贈あり、学名ラベルなし　表 6】
6-1：種番号 005_1/2　Phaleris psittacula, Pall.（?）

ノートによれば、この種に含まれる標本は管理番号 2749（函館博物場番号 865）の 1 点のみである。この個体は
1881 年夏に千島列島においてスノー（H. Snow）が採集した標本である。採集年次からも明らかなように、865 の函
館博物場番号は 1879 年の寄贈時に付与されたものではない。
6-2：種番号 074_1/2　Stercorarius parasiticus, L.（?）

ノートでは、この種として管理された標本は管理番号 2753 および 2754 である。前者はシーボームに送られ、後
者は 753 の函館博物場番号が与えられた後抹消され、再び 753 の博物場番号が記載されている。2 点とも採集年次
は明記されていないが、スノーが千島で採集した標本であり、前項と共通の由来を持つものと推測される。
6-3：種番号 010_1/2　Uria columba, Pall.（?）

ノートでは、2682、2683、2755、2795 および 4-1 の検討で触れた 1850 の 5 点の記載がある。このうち、2795 はシーボー
ムに送られている。2755 は前項同様スノー採集標本である。2682 には函館博物場番号 224、2683 には 70、2755 に
は 1284 が付与されており、いずれも 1879 年時点の函館博物場番号ではない。

2682 と 2683 は 1850 と同様に種番号 010 のノートにもその番号が記載され、それぞれ 1320、1321 の函館博物場
番号が与えられた後、種番号 010_1/2 へと分類替えするために抹消されている。つまり、この 2 点については、当
初種番号 010 として扱われていたものとみなす必要があり、グループ（6）の位置づけからは除外するべきものであ
る。2755 については、6-1 および 6-2 と同様の位置づけが与えられる。

 グループ（5）と（6）は、いずれも 1879 年では寄贈されなかった種であるが、最終的に寄贈された種である。しかし、
両者には該当する学名ラベルの有無という差異が存在する。その要因の考察については後述する。

【グループ（7）　1879 年寄贈なし、1883 年寄贈なし、学名ラベルあり　表 7】
7-1：種番号 113　Lobipes wilsonii, Lob.（?）

当該種は「BJ1880」および「BJ1882」で函館博物場の標本となっていることが示されている。ノートでは管理
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番号 2699 と 2700 の 2 点があり、前者はシーボームに送付され、後者は 1338 の函館博物場番号が抹消されたあと、
202 が追記され、さらに抹消されている。つまり、1879 年時点および 1883 年時点では寄贈標本として確認されない
ものの、一時的には寄贈されていた標本の種であることがわかる。このことから、学名ラベルは 1879 年の当初寄贈
の際に付与されたものではないことが示される。
7-2：種番号 163　Cuculus canorus, L.

カッコウ類についてはブラキストンも同定が困難であったようである。ブラキストンがノートで種番号 163 とし
た標本は管理番号 1492 と 1693 の 2 点のみで、いずれもスウィンホーに 1875 年に送付されているため、1879 年、
1883 年の寄贈標本には当該種は含まれていない。しかし、種番号 163 の項において、管理番号 1009、1785、など 7

点が当初種番号 163 の項目に記載されていたものの抹消され、種番号 164 および 165 へと移項されている。このうち、
管理番号 2348、2349 が函館博物場番号 782、783 を有していることから、学名ラベル作成時には「Cuculus canorus」
とみなされていたものと考えられ、この事例はグループ（7）から除外しうる。
7-3：種番号 194　Corvus neglectus, Schleg.

ノートにおいて当該種は管理番号 2673 を抹消して 2701 が与えられている 1 点のみが記載されている。この標本
には函館博物場番号 136 が追記され、後に抹消されていることから、7-1 と同様に一時的には寄贈されていた標本種
であり、引出しに学名ラベルが付与されていることはその反映である。標本については「BJ1880」までは記載がなく、

「BJ1882」で函館博物場の標本として、「BJ1884」でそれをイギリスに持ち帰った旨が記載されており、ノートの記
載と合致する。これらの点から、学名ラベルは「BJ1880」記載以降に付与されたものであることが示唆される。
7-4：種番号 312　Archibuteo lagopus, Gm.（?）

ノートでは管理番号 1371 および 2666 の 2 点がブラキストンの所蔵標本として確認できるが、いずれも函館博物
場番号の記載はなく、1879 年の寄贈標本種として扱うことができない。また、「BJ1880」および「BJ1882」では当
該種の 2 点の標本が函館博物場の標本として存在していることが記されているが、「BJ1884」で両者ともイギリスに
持ち帰られたことが記載されており、1883 年の寄贈標本種として扱うことができない。このため、当該種はグルー
プ（7）として位置づけられるが、「BJ」にあるように一時的に寄贈されていたことは間違いない。それでは、なぜ
寄贈されていたはずの 2 点の標本に函館博物場番号が記載されていないのだろうか。

ブラキストンのノートでは、1879 年時点の函館博物場番号 9 から 15 までの 7 点の存在を確認することができない。
前後の番号に該当する種は種番号 310 前後の猛禽類であることから、9 から 15 までの番号を持つ標本も猛禽類であっ
たと推測される。このことから、少なくとも 1879 年寄贈標本群に含まれていた可能性のある管理番号 1371 の標本
には 9 から 15 までの函館博物場番号のうち、いずれかが付与されていたと推測される。
7-5：種番号 315　Butastur indicus, Gmel.

ノートの当該種に記載されている管理番号 2212、2213 の標本には函館博物場の番号には記載されていないため、
1879 年寄贈標本種として扱うことができない。前者には注記として「Iden. Seeb. Nov. 83」という記載があり、こ
れはブラキストンが離日時に持ち帰り、シーボームに同定してもらったことを示している。また、後者については
1877 年にスクレイター（Sclater）に寄贈していることが記載されている。前項同様当該種は「BJ1880」および「BJ1882」
において函館博物場に所蔵されていることが示されており、おそらくは管理番号 2212 の標本が、当初は 9 から 15

までの管理番号のいずれかを有していたと考えられる。
以上の点から、グループ（7）に含まれる種は、1879 年の当初寄贈時および 1883 年の最終寄贈時に含まれている

ことは確認できないものの、一時的には寄贈されていた種であり、学名ラベルが付属していること自体には問題は
ないようである。ただし、学名ラベルの作成時期については、1879 年の寄贈と同時に行われたのではないと考える
必要がある。

【グループ（2）　1879 年寄贈あり、1883 年寄贈あり、学名ラベルなし　表 2】
最後に、グループ（2）としてまとめた 1879 年、1883 年いずれの時点においても寄贈が確認されるが、学名ラベ

ルを見出しえないものについて確認をしておく。これまでの考察から、1879 年に寄贈された種については学名ラベ
ルが付属しているのが原則であることから、これらについても判読できなくなっていたり、異なる表記が利用され
ていることによって照合できないということになると思われる。
2-1：種番号 102　Limosa brevipes, G.R. Gray

ブラキストンのノートでは、当該種ソリハシチドリは 1879 年時点から 1883 年まで管理番号 1651、1862、2060 の
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3 点が函館博物場の所蔵標本として位置づけられていたことがわかる。1-110 として示した「は中 05」（現在の棚番
号 08-21）の引出しには学名ラベルが一枚も確認されないが、引出し内部の付箋には「明治十七年八月　三羽」の記
載があり、3 点の標本が保存されていたことがうかがわれる。この引出しの周囲には種番号 100 前後のシギ、チド
リなどの学名ラベルが確認されることから、もともとはこの引出しに 102 の学名ラベルが貼り付けられていた可能
性がある。
2-2：種番号 135　Herodias intermedia, Wagl.

1-083 として示した「は 02」の引出しに判読できない学名ラベルが確認される。この引出しには 129 から 134、
138 の種番号（ゴイサギなど）に該当する学名ラベルがあることから、種番号 135 であるチュウサギはこれに該当
する可能性がある。
2-3：種番号 165　Cuculus himalayanus, Vigors.

当該種ツツドリは、「BJ1878」においては「Cuculus, sp.」とされており、1-138 として示した「Cuculus」の学名ラ
ベルが対応するものとみなされる。
2-4：種番号 170_1/2　Picus kisuki, T. & S.

当該種コゲラは、キツツキ類の学名ラベルをもつ「ろ右 02」引出しに付属する判読できない学名ラベル（1-149）
に該当するものとみなされる。
2-5：種番号 219　Acredula trivirgata, Temm.

当該種エナガは、亜種であるシマエナガの学名ラベルがある「ろ下右 18」引出しに含まれていておかしくないが、
確認することができない。引出しには 6 種の学名ラベルが密に貼り付けられているが、後世に博物館で貼り付けた
ラベルの部分のみ大きな空間が残されている。確たる証拠はないが、この部分にエナガの学名ラベルが貼り付けら
れていたのではないだろうか。
2-6：種番号 225　Anthus maculatus, Hodg.

4-6 で検討した種番号 228 の「Anthus -?」に該当する可能性として示した 1-213 あるいは 1-214 の判読できない学
名ラベルのいずれかが種番号 225 に該当するものと考えられる。
2-7：種番号 317　Astur palumbarius, L.

学名ラベルが付属しない引出し「ほ 04」には 5 点の標本が保存されていたことを示す付箋が付属している。当該
種オオタカは 1879 年段階で 6 点、1883 年段階で 5 点の標本が所蔵されていたことがノートから確認されるため、
おそらくはこの引出しに学名ラベルが付属していたものと推測される。

以上、煩雑な確認を続けてきたが、ブラキストンのノートに基づき、寄贈された標本の変化と学名ラベルとの対
応を確認した結果、基本的に 1879 年に寄贈された標本の種の学名ラベルが付属していることが認められたが、5-1、
5-2、7-1、7-3 の 4 種については、当初寄贈された標本の種ではない。この結果は、学名ラベルの記載が「BJ1878」
から「BJ1880」への移行期に行われたと推測されることより、当初寄贈の時期に付与されたものではないかという
前章での推測と合致しない。この点をふまえ、学名ラベルの作成時期について歴史的背景を整理しながら次章で考
察することとする。

4. 学名ラベルの作成時期について
前章までの結果、学名ラベルは 1879 年に行われたブラキストンの標本寄贈時、あるいはそれ以降に付与されたこ

とは確実である。同時に、1883 年のブラキストンの離日までに追加された標本種の学名ラベルの多くが確認されな
いこと、離日時にブラキストンが持ち帰ったことで所蔵標本がなくなった種の学名ラベルが残存していることから、
最終的な寄贈の段階ではすでに更新されなくなっていたことも明らかである。この期間に学名ラベルが作成されて
いることは、学名ラベルがブラキストンによって作成されたものであるとみなしうる根拠となる。また、大文字の「L」
が「S」のようになるブラキストンの書き癖とラベルの記載とが酷似していることもブラキストンが作成したことを
示唆している。それでは、この学名ラベルはいつ、どのような目的で作成されたものであるのだろうか。標本寄贈
をめぐる出来事を以下に年表にして示した。これを利用して検討することとしたい。
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〔ブラキストン標本寄贈関連事項年表〕
1878 年 7 月 「BJ1878」刊行
1879 年 5 月 ブラキストンから函館博物場へ 1,314 点の標本寄贈
1880 年 1 月 320 余種、1,338 点の標本を寄贈、謝礼として開拓使が三角測量図を贈呈
1880 年 1 月 「BJ1880」を日本アジア協会で発表、刊行は 6 月以降か
1882 年 2 月 「BJ1882」を日本アジア協会で発表
1883 年 秋 ブラキストン帰国
1884 年 3 月 「大日本禽鳥集」完成
1884 年 8 月 標本ケース内の標本点数確認
従来、ブラキストンが日本に残した標本の点数は、1932 年に山階芳麿と北大植物園 ･ 博物館のスタッフであった

犬飼哲夫、名取武光によって編集、刊行された標本目録（Yamashina et al. 1932）において確認された標本点数が 1,331

点であったことから、1879 年の記録に基づく 1,314 点ではなく『開拓使事業報告』の函館仮博物場の 1880 年の記録
にある「〔十三年〕一月函館港在留英国商「トウマスブレツキストン」鳥獣剥製三百貮拾餘種其數壹千三百三拾八羽
ヲ寄贈ス初メ「ブレツキストン」本使二等屬福士成豊等ト力ヲ合セ數年間山野ヲ跋渉シ蒐集セシモノニシテ實ニ無
比ノ陳列品ナリ」という記述に基づいて 1,338 点であるとみなされてきた。しかし、旧稿で示したように、山階ら
の目録にはブラキストン採集標本以外の標本が多数含まれていること、また現存する標本のうち、ブラキストン標
本とみなしうる標本は 1,300 点を下回っていること、ブラキストンのノートの精査により一時的に 1,338 点が寄贈さ
れたことは認めうるものの、最終的には 1,314 点だけが残されたこと、本稿冒頭で紹介した開拓使の書類や当時の
新聞記事から、寄贈そのものは 1879 年に開始されたことが確認されることに基づいて、『開拓使事業報告』の記述
はそれほどの意義を認められないものと考えてきた（加藤 2012,2013）。しかし、現在博物館に保管されている鳥類
標本を対象とするのではなく、ブラキストン製作の標本ケースに付属する学名ラベルの作成時期を検討する上では、
この記事の重要性を再評価する必要があるのではないだろうか。

筆者によるこれまでの研究においては、ブラキストンの標本寄贈は 1879 年 5 月に始められ、その後標本の入れ替
えが複数回行われた結果、1880 年の段階で 1,338 点になっていたという推測のみで、実際に 1880 年時点でどの標本
が寄贈されていたのかについての詳細な調査は行ってこなかった。ここで、ブラキストンのランニングカタログを
確認すると、管理番号 2677 から 2700 までの標本に「HDMus. No.」として 1315 から 1338 までの函館博物場番号が
連続して記載されている。管理番号 2701 からは 136、331、114 と当初寄贈標本の函館博物場番号を変更したあと、
2704 以降で 1339 以降の博物場番号と当初寄贈標本の博物場番号とが混在して記載されるようになる。このことは、
最初に寄贈された 1,314 点の後、次の寄贈は博物場番号 1315 から 1338 までの 24 点が一括して寄贈され、その後に
個々の標本の追加や入れ替えが始まったという流れを示している。ここでポイントとなるのは博物場番号の末尾が

『開拓使事業報告』に記載された標本点数 1,338 点と合致することである。ブラキストンがどのように考えていたの
かを明らかにする材料はないが、上述の『開拓使事業報告』の記事の続きとして「本使其篤志ヲ感シ厚意ヲ謝シ臘
虎皮壹個、琥珀織壹巻、綾織壹巻ヲ贈ル固辭シテ受ケス、因テ當道三角測量圖中ニ和洋二様ノ報謝文ヲ記シテ贈ル「ブ
レツキストン」喜テ受領ス」とあるように、1880 年 1 月にブラキストンは開拓使からの謝意と謝礼を受け取っている。
これにあたりブラキストンは当初寄贈の 1,314 点に 24 点を加えて総計 1,338 点としたのではないだろうか。この推
測が妥当であるならば、学名ラベルの作成時期もこれに合わせて考えることができる。

5-1、5-2 で示したように、1879 年当初寄贈の標本に含まれていなかった種番号 003Mormon corniculatum および
129Goisachius melanolophus の 2 種の学名ラベルが標本ケースの引出しに確認することができる。また、7-1 の種番号
113Lobipes wilsonii も同様である。当初寄贈されていなかった種のうち、学名ラベルを確認することができる種の標
本に共通する点として、これらに付属していた函館博物場番号が 1327、1328、1318、1338 という、1880 年 1 月時
点での寄贈標本点数である 1,338 点に含まれているということが挙げられる。この事実は、標本ケースの学名ラベ
ルは当初寄贈時に貼られたのではなく、開拓使からの謝意、謝礼を受け取るというブラキストンにとってのひとつ
の区切りとして、1880 年 1 月の時点で寄贈されていた標本に対して作成されたということを示している。つまり、
開拓使によって「無比ノ陳列品」と評されたのは、1880 年 1 月までに行われた 2 度目の寄贈までの 1,338 点の標本と、
標本ケース、2 度目の寄贈標本を含めた所蔵標本を示す学名ラベルであったのである。

ただし、学名ラベルの作成を 1880 年 1 月として確定するためには、次の点について留意が必要である。1,338 点
の標本が寄贈され、謝礼を受け取った同月にブラキストンは「BJ1880」を日本アジア協会で発表している。学名ラ
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ベルの一部が「BJ1880」ではなく、「BJ1878」に依拠していることから、ラベルの作成は「BJ1880」の完成以前、執
筆のための検討作業と並行して行われた可能性が高い。あるいは、「BJ1880」の刊行そのものは 1 月ではなく 6 月以
降に行われたことから、学名ラベルそのものは 1 月までに作成され、それと日本アジア協会での発表段階で用いて
いた学名は共通であったが、「BJ1880」刊行段階で学名に修正が加えられたという考え方も可能である。

学名ラベルの作成時期については、もう 1 点検討しておくべき点がある。7-3 で触れた種番号 194Corvus neglectus

も 1879 年の寄贈標本種に含まれていないが、学名ラベルが引出しに貼られている。当該種として寄贈された標本は、
ブラキストンの管理番号 2701、函館博物場番号 136 を持つものであり、上述した 1880 年 1 月までに寄贈された標
本群とは異なる特徴を持つものである。この点については、以下に示すいくつかの可能性を提示することができる。

（1）寄贈された「Corvus neglectus」の管理番号は 2701 であるが、ノートでは「2673」を抹消したうえで「2701」
と修正されている。この修正は管理番号 2706 までの 6 点に対して行われており、これらの管理番号が重複して用
いられたことが推測される。2673 という管理番号は、当初寄贈された 1,314 点ののちに追加された函館博物場番号
1315 から 1338 までの標本である管理番号 2677 から 2700 の標本群よりも古い時期にブラキストンの管理下に入っ
たことを示しており、この標本が 1880 年 1 月までに博物場に寄贈されていた可能性は残される。

（2）1880 年 1 月に寄贈されていた 1,338 点の標本の管理番号末尾は上述したように「2700」である。1 月の寄贈
に関する謝礼が行われたあともブラキストンは函館博物場番号を 1354 まで増加させており、管理番号「2701」とさ
れたこの標本も続いて寄贈することになったため、新たな種として学名ラベルを付与したとも考えられる。ただし、
なぜこの標本に対して函館博物場番号「1339」を付与しなかったのかという疑問も残り、この説の蓋然性は低い。

（3）管理番号「2701」の「Corvus neglectus」の函館博物場番号が 1338 から継続するものではなく「136」が与え
られていることがもうひとつの考え方の材料である。この「136」は 1879 年の当初寄贈の際に与えられたものでは
なく、もともとは管理番号 2510 のショウドウツバメに与えられていた番号である。ブラキストンが寄贈標本を複数
回入れ替えていたことについてはこれまでも述べてきたが、ブラキストンは日本滞在中標本管理の権限を手放して
いなかったことから、寄贈した標本であっても手元にあることと大きな違いはなく、自分のために寄贈を取りやめ
なければならなかったのは離日の時点のみであったはずである。日本滞在中に寄贈を取りやめなければならなくなっ
た理由は、研究 ･ 収集協力者に標本を提供する必要が生じた場合であると考えられる。ここで、ブラキストンのノー
トから標本寄贈先、寄贈時期について確認することとしたい。

ブラキストンが函館博物場に標本を寄贈した 1879 年以前には、1862 年、1872 年から 76 年にかけてスウィンホー
へ寄贈している例が多い。そのほか 1876 年に東京方面の採集協力者であった織田、1877 年から 79 年 3 月までの間
には横浜のプライヤー、長崎のリンガーやイギリスの研究者のスクレイター、シーボームへの寄贈が行われている。
79 年 5 月の函館博物場への寄贈の後はこれらの標本交換は行われなくなっている。これは、ブラキストンが函館博
物場に標本を寄贈したという認識でいたことによるものと思われる。標本寄贈後に再び行われた標本交換は 81 年 5

月末、あるいは 6 月 1 日に織田、プライヤーに送られたものが最初であり、翌年からはシーボームやアメリカの博
物館の採集者として来日したジューイ（P. L. Jouy）、横浜の標本ディーラーであったオーストン（A. Owston）に送
られている。1879 年の最初の寄贈時に「136」の函館博物場番号が与えられていた管理番号 2510 のショウドウツバ
メは 81 年 5 月に織田に送付されたことがノートに記されており（5）、函館博物場から持ち出された最初の標本である
とみなされる。ノートではこの標本の脇に「This Mus No gave to Corvus neglectus」という記述もあり、函館博物場番
号が切り替えられたことが明記されているが、他の標本にはこのような記述は見受けられないことからみて、標本
の入れ替えという行為のきっかけとなった標本であったとみてよいのではないか。このような背景により「Corvus 

neglectus」の学名ラベルが追加されたと考えることもできる。
以上、例外的な取り扱いとなる種番号 194Corvus neglectus は別として、学名ラベルのほぼすべては 1880 年 1 月前

後に作成されたものであると考えたい。
従来不透明であったブラキストンによる標本寄贈の流れを確認しながら、標本ケースに付属する学名ラベルの作

成年代を考察してきた。それでは、ケースに付属するもうひとつのラベルである和名ラベルの作成はいつごろ行わ
れたのだろうか。和名ラベルが「BJ1880」の記載のみに依拠していることから、作成時期の上限は「BJ1880」がア
ジア協会で発表された 1880 年 1 月以降に限定される。しかしながら、1881 年 6 月に追加された種番号 194Corvus 

neglectus の学名ラベルの脇に対応する和名ラベルが存在していることから、作成の上限はさらに引き下げられるこ
とになり、80 年 1 月の「無比ノ陳列品」と評された時点では付属していなかったことは明らかである。ラベルの情
報からは、これ以上の情報を見出すことができないので、想定されるいくつかの可能性を想定しつつ考察してみたい。
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まず、和名ラベルがブラキストンの滞在期間中である 1881 年 6 月から 83 年秋までの間に作成されたかどうかに
ついて検討してみたい。この期間に函館博物場の職員が和名ラベルを作成するとした場合、標本管理の権利をブラ
キストンが保持していたことから、博物場の職員だけでは実施することはできなかったはずであり、当然ブラキス
トンとの交渉が必要であっただろうし、協力が得られたであろう。しかしながら、ブラキストンが和名ラベルの作
成にも関与していたのであれば、「BJ1878」に依拠した学名ラベルに対応する「BJ1880」の項目も明確にすることが
できていたのではないか。和名ラベルが「BJ1878」の学名ラベルに対応できていないことからみて、ブラキストン
滞在時期に和名ラベルが作成された、少なくともブラキストンの協力を得ていたと考えることは難しく、この仮定
は受け入れがたい。

和名ラベルが「BJ1880」に依拠していることから、和名ラベルの作成時期はその改訂版である「BJ1882」が刊行
された 1882 年後半ごろまでに絞り込むことができるかもしれない。函館博物場関連史料を所蔵する函館市中央図書
館にはブラキストン自身の書き込みとみられる注記がある「BJ1882」が現存するので、刊行直後に入手できなかっ
たとしてもブラキストンが離日する 1883 年ごろには利用できるようになっていたはずである。しかし、この時期も
先に挙げた仮定と同様にブラキストンの滞在時期であることから、ブラキストンの協力をうかがいしることができ
ない状況では、首肯しづらい考え方である。なお、函館博物場において「BJ1880」がいつまで利用され、「BJ1882」
がいつから利用されるようになったかについては、野口源之助によって 1884 年 3 月に翻訳された「大日本禽鳥集」
が「BJ1880」を翻訳したものであることから、博物場周辺ではかなり遅い時期まで「BJ1880」が利用されていた可
能性が高く、「BJ1880」の利用のみをもって和名ラベルが 1882 年以前に作成されたと断定することはできない。

和名ラベルの作成時期の下限は、1884 年 3 月に編纂された「大日本禽鳥集」によって示しうるかもしれない。既
述したように「大日本禽鳥集」は函館博物場周辺で作成され、保管されてきた史料である。翻訳者である野口が函
館県の職員であったことから、翻訳目的はブラキストン標本、函館博物場と無関係であったとは考えられず、和名
ラベルの作成時点で「大日本禽鳥集」が存在していれば函館博物場は利用していたはずである。和名ラベルの作成
者が「大日本禽鳥集」を閲覧していれば「BJ1880」で和名が記載されていなかった種であっても、フルマカモメや
ハイイロウミツバメなどの和名を記載できていたはずである。しかし、「大日本禽鳥集」を利用していた形跡がない
ことからみて、和名ラベルの作成は 1884 年 3 月以前と考えられる。

明確な史実を明らかにすることは現時点で不可能であるが、上述した様々な可能性から類推すると、和名ラベル
はブラキストンが日本を離れた 1883 年秋以降、「大日本禽鳥集」が完成した 1884 年 3 月以前に作成されたと考える
ことが最も適切であると考えられる。この時期にはすでに標本ケースに保管されていなかったシマフクロウなどの
和名ラベルを作成していることには違和感を覚えるが、旧稿で示したように、当時の函館博物場のスタッフはブラ
キストンの寄贈標本を個々に管理・把握していたのではなく、1890 年代に至るまで、一括で 1,314 点とみなしてい
た形跡がある（加藤 2012）。このような管理体制であれば、標本ケースにシマフクロウがあったかどうかを判断す
ることなく、ブラキストンが付与した学名ラベルを手元にあった「BJ1880」を利用して和訳したと考えることは不
可能ではなかろう。しかし、和名ラベルがブラキストンの離日後に、函館博物場によってブラキストンの学名ラベ
ルを翻訳するだけの形で作成されたとするならば、たとえ標本の同定ができなかったとしても、次のような問題が
生じたに違いない。

標本ケースの引出しの内側には、「十七年八月」という日付とともに「三拾八羽」などの標本点数を示す付箋が貼
られている（点数は表 1「引出内付箋」欄に記載）。付箋が破損していたり、欠落した可能性のある引出しも存在す
るが、引出し「は左 05」（1-108、109）、「ろ中 01」（1-136）、「ろ右 06」（1-171、
172）には付箋が確認できない。これらの引出しに付箋が存在しない理由は、
引出しに付属する学名ラベルの種の標本が、1879 年の寄贈時には引出しに保
管されていたものの、1883 年のブラキストンの離日時に引出し内の標本がす
べて持ち帰られたことで引出しが空になっていたためである。標本点数が確
認された（明治）十七年（＝ 1884 年）の時点でなくとも、引出しの外にあ
るラベルの標本が存在していないという矛盾には容易に気づくことができた
はずであり、学名ラベルや和名ラベルが利用できないものであるという状況
が認識されたのではないだろうか。あくまでも推測ではあるが、この問題点
を解決するために「大日本禽鳥集」の翻訳が行われ、また実際の標本点数の確認作業が実施されたという流れが想
定される。また、この作業の中で現存するいくつかの標本に付属する種番号が記載された和紙のラベル（写真 11、

写真 11. 標本付属の種番号和紙ラベル
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ラベルについては加藤（2012）を参照されたい）も付与されたのかもしれない。

まとめ
ここまで、ブラキストンが製作させたといわれる標本ケースについて、付属するラベルを中心に検討をすすめて

きた。学名ラベル、和名ラベルがいつ、どのような目的で作成されたのかについては、明確な結論を提示すること
ができなかったが、学名ラベルはブラキストンによって付与されたものであることは間違いなく、標本ケースもブ
ラキストンが関与して製作されたものであることは明らかである。また、ブラキストンの寄贈標本の全体像とケー
スに付属する学名ラベルとの間には大きな差異がないことから、ブラキストンが製作させた「陳列箱」は現状の 5

台のケースであったということも確認された。検討結果そのものは従来引き継がれてきた事柄を追認するにとどまっ
たが、少なくともブラキストンの標本ケースがどのようなものであるのかを紹介するという目的、また今後このケー
スをさまざまな形で利用するにあたって、資料としての価値に疑いがないということを明確にしえたことを一応の
成果として、本稿を終えることとする。

　
本稿執筆にあたり、長年にわたって収蔵庫および標本の維持管理にあたってきた植物園 ･ 博物館の市川秀雄技術

室長からは、さまざまな情報を提供していただいた。記して謝意を表したい。

（1） 現在の正式名称は北海道大学北方生物圏フィールド科学センター植物園。

（2） 北海道立文書館所蔵簿書 4082「明治十二年ヨリ十三年マデ　函館博物場書類」。

（3） ブラキストンの種番号は「BJ1880」で確定し、それ以降の版において新たな種が追加された場合には種番号＋「1/2」、さ

らに追加される場合は「1/4」、「3/4」という形で追記されている。本稿では桁数をそろえる目的で朱番号は 3 桁で表記し、追

加種番号については「012_1/2」という形で示すこととする。

（4） 函館市中央図書館資料番号 1810646602.

（5） ただし、管理番号 2510 のショウドウツバメは函館博物場番号 134 として現在も博物館に所蔵されている（HUNHM03052）。

これは、もともと函館博物場番号 134 を有していた管理番号 2508 のショウドウツバメが現存していないことから、博物場番

号ラベルの付け替えの際に混乱が生じたものと推測される。

引用・関連文献
Blakiston T. 1884 : Ammended List of the Birds of Japan According to Geographical Distribution, Taylor and Francis, London, 

68pp

Blakiston T. and Pryer H. 1878 : A Catalogue of the Birds of Japan , Ibis , ser.4, v2（7） , 209-250

Blakiston T. and Pryer H. 1880 : Catalogue of the Birds of Japan , Transactions of the Asiatic Society of Japan , 8, 172-241

Blakiston T. and Pryer H. 1882 : Birds of Japan, Transactions of the Asiatic Society of Japan, 10, 84-186

加藤 克 . 2012 : ブラキストン「標本」史 , 北海道大学出版会 , 札幌 , 348pp

加藤 克 . 2013 : ブラキストンの鳥類標本ノートについて , 北大植物園研究紀要 , 13, 35-47

北島 佐一郎 . 1985 : ブラキストンについて , こくがん（日本野鳥の会函館支部創立 5 周年記念誌） , 10-22

Seebohm H. 1879 : Remarks on Messrs. Blakiston and Pryer's Catalogue of the Birds of Japan, Ibis , ser.4, v3（9）, 18-43

Seebohm H. 1884 : Further Contributions to the Ornithology of Japan, Ibis , ser.5, v2（5）, 30-43

関 秀志・中田 幹雄・千代肇 . 1990 : 明治期における北海道の博物館（2）, 北海道開拓記念館調査報告 , 30, 91-118

Swinhoe R. 1871 : A Revised Catalogue of the Birds of China and its Islands, with Descriptions of New Species, References to 

former Notes, and occasional Remarks, Proceedings of the Zoological Society of London, 337-423

Swinhoe R. 1876 : On the Contents of a third Box of Birds from Hakodadi, in Northern Japan, Ibis , ser.3, v6（13） , 330-336

Yamashina Y., Inukai T. and Natori B. 1932 : A list of birds' skins presented by Captain Blakiston, Transactions of the Sapporo 

Natural History Society, 12（4）, 213-255

彌永 芳子 .1979 : トーマス・W・ブラキストン伝 , トーマス W. ブラキストン , 近藤唯一（訳）. 蝦夷地の中の日本 , 付録 , 

八木書店 , 東京 , 445-617

- 54 -


